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野
口
さ
ん
親
子
は
現
在
、
葉
タ
バ
コ
二

五
〇
㌃
を
中
心
に
高
菜
、
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン

ド
ウ
な
ど
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

愛
知
か
ら
五
島
へ

信
幸
さ
ん
は
五
島
で
育
ち
、
高
校
卒
業

後
に
愛
知
県
刈
谷
市
の
自
動
車
部
品
の
製

造
会
社
に
就
職
。
二
十
九
歳
ま
で
機
械
部

品
の
製
造
を
行
い
、
会
社
の
社
長
令
嬢

だ
っ
た
不
希
子
さ
ん
の
ハ
ー
ト
を
射
止
め
、

五
島
に
戻
り
葉
タ
バ
コ
農
家
と
し
て
就
農

し
ま
し
た
。

昨
年
は
苗
の
管
理
が
う
ま
く
い
か
な

か
っ
た
と
の
こ
と
で
、
今
年
の
豊
作
を
願

い
苗
の
植
え
付
け
に
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

こ
だ
わ
り
の
土
づ
く
り

良
質
な
葉
タ
バ
コ
や
野
菜
を
作
る
た
め

に
、
土
づ
く
り
に
重
点
を
置
い
て
い
る
と

い
う
信
幸
さ
ん
。
た
い
肥
は
知
り
合
い
の

農
家
さ
ん
の
牛
ふ
ん
を
中
心
に
、
牧
草
を

混
ぜ
て
自
前
で
作
っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

今
年
の
た
ば
こ
苗
に
関
し
て
は
「
昨
年
に

比
べ
る
と
良
い
状
態
。
日
照
時
間
も
長
く

て
、
生
育
も
順
調
な
の
で
、
土
づ
く
り
を

基
本
と
し
て
苗
の
管
理
を
う
ま
く
行
え
れ

ば
」
と
話
し
ま
し
た
。

鬼
岳
に
寄
り
添
っ
て

取
材
時
、
苗
床
を
作
っ
て
い
た
ハ
ウ
ス

を
一
歩
出
る
と
そ
こ
に
は
雄
大
な
鬼
岳
の

姿
が
。
信
幸
さ
ん
が
休
憩
中
に
よ
く
眺
め

る
と
い
う
、
そ
の
景
色
は
確
か
に
疲
れ
を

吹
き
飛
ば
す
よ
う
な
眺
め
で
し
た
。

今
後
は
価
格
変
動
の
様
子
な
ど
を
見
な

が
ら
野
菜
づ
く
り
に
も
力
を
入
れ
た
い
と

い
う
こ
と
で
、
ま
す
ま
す
野
口
さ
ん
親
子

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

太陽と緑
五島がうまい

の
立役者
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の ぐちさとる のぶ ゆき ふ き こ

野口悟さん（76）信幸さん（46）不希子さん（44）NO．34
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五島がうまい オープン2年目で売上4億円を突破！

産
直
市
場
「
五
島
が
う
ま

い
」
が
、
オ
ー
プ
ン
か
ら
二
年

目
で
年
間
販
売
額
四
億
円
に
達

し
、
初
年
度
を
五
割
上
回
る
勢

い
で
す
。
家
庭
菜
園
な
ど
で
少

量
栽
培
す
る
生
産
者
に
も
売
り

先
が
で
き
、
店
頭
商
品
の
量
と

種
類
が
増
加
。
農
産
物
の
販
売

額
も
一
億
円
か
ら
二
億
円
に
倍

増
し
ま
し
た
。

同
直
売
所
は
、
平
成
二
十
三

年
四
月
に
オ
ー
プ
ン
。
特
産
品

の
「
五
島
ル
ビ
ー
」
を
中
心
と

し
た
新
鮮
な
青
果
物
を
豊
富
に

そ
ろ
え
、「
五
島
牛
」
や
「
五

島
豚
」
の
対
面
販
売
な
ど
で
、

地
域
の
特
色
を
出
し
て
い
ま
す
。

二
十
四
年
度
は
、
昨
年
度
に

比
べ
て
農
畜
産
物
の
販
売
が
好

調
で
、
オ
ー
プ
ン
か
ら
二
年
目

を
迎
え
、
地
域
密
着
型
の
店
舗

と
し
て
定
着
し
ま
し
た
。
生
産

者
の
顔
が
見
え
る
直
売
所
な
ら

で
は
の
安
全
・
安
心
な
商
品
が

人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

地
域
住
民
の
買
い
物
の
場
と

し
て
だ
け
で
な
く
、
今
年
度
か

ら
は
「
五
島
牛
」
や
椿
油
な
ど
、

島
外
観
光
客
向
け
の
商
品
を
そ

ろ
え
た
「
お
み
や
げ
品
工
房
」

を
新
設
。
地
元
バ
ス
会
社
と
タ

イ
ア
ッ
プ
し
た
企
画
で
、
管
内

に
訪
れ
る
観
光
客
を
取
り
込
ん

だ
。同

直
売
所
の
亀
山
誠
出
荷
協

力
会
会
長
は
「
会
員
同
士
が
作

柄
を
ず
ら
し
て
端
境
期
に
出
荷

す
る
こ
と
で
、
長
期
的
に
少
量

ず
つ
自
前
の
商
品
を
店
頭
に
並

べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

出
荷
時
の
店
舗
ス
タ
ッ
フ
や
会

員
同
士
で
の
情
報
交
換
も
有
効
。

品
物
が
売
り
切
れ
る
前
に
店
舗

か
ら
連
絡
が
入
り
、
消
費
者
の

品
薄
感
が
解
消
さ
れ
た
こ
と
が

売
上
増
の
要
因
の
一
つ
で
は
な

い
か
」
と
話
し
ま
し
た
。

今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

出
荷
体
制
の
強
化
と
品
目
の
充

実
で
、
直
売
部
の
洗
川
正
明
部

長
は
「
営
農
部
署
と
連
携
を
図

り
、
直
売
所
向
け
の
栽
培
講
習

会
を
実
施
す
る
な
ど
、
会
員
数

と
品
目
を
充
実
さ
せ
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
す
。

（
日
本
農
業
新
聞
二
月
二
十
日

掲
載
）

↑いちごを買い求める親子↑昨年オープンしたおみやげ品工房
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当
Ｊ
Ａ
二
月
二
十
一
日
、
Ｊ

Ａ
畜
産
事
業
所
に
て
平
成
二
十

四
年
度
Ｊ
Ａ
ご
と
う
肉
用
牛
生

産
振
興
大
会
を
開
き
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
で
は
繁
殖
雌
牛
五
、
〇
〇

〇
頭
達
成
へ
向
け
た
増
頭
運
動

を
行
っ
て
お
り
、
現
在
の
経
過

や
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

今
大
会
で
は
毎
月
開
か
れ
て
い

る
「
五
島
肉
用
牛
大
学
」
の
特

別
講
義
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
関
係
機
関
・
生
産

者
・
Ｊ
Ａ
な
ど
お
よ
そ
二
〇
〇

名
が
参
加
。
開
会
の
挨
拶
で
当

Ｊ
Ａ
の
中
尾
弘
一
組
合
長
は

「
平
成
二
十
年
度
三
、
八
〇
〇

頭
だ
っ
た
繁
殖
雌
牛
も
現
在
四
、

二
〇
〇
頭
ま
で
増
頭
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
購
買
者
の

要
望
が
強
い
、
一
回
の

せ
り
市
で
の
七
〇
〇
頭

出
荷
を
実
現
さ
せ
る
た

め
に
五
、
〇
〇
〇
頭
増

頭
は
達
成
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
五
島
の

畜
産
関
係
者
が
一
致
団

結
し
、
今
後
も
運
動
を

盛
り
上
げ
よ
う
」
と
挨

拶
。Ｊ

Ａ
で
は
昨
年
の
和

牛
能
力
共
進
会
で
好
成

績
を
収
め
た
後
も
、「
五
島
牛
」

が
地
域
団
体
商
標
と
し
て
登
録

を
受
け
、
振
興
を
図
る
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
を
迎
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
来
年
度
の
長
崎
県
予

算
案
に
優
良
雌
牛
の
導
入
に
対

す
る
助
成
予
算
が
盛
り
込
ま

れ
る
な
ど
、
増
頭
に
向
け
た

追
い
風
が
確
実
に
吹
い
て
い

ま
す
。
現
在
五
十
七
頭
を
導

入
し
て
い
る
「
安
福
久
」
を

中
心
に
高
齢
牛
の
更
新
を
進

め
、
優
良
繁
殖
雌
牛
群
の
造

成
と
、
課
題
の
一
つ
に
挙
げ

ら
れ
た
技
術
面
・
経
営
面
の

底
上
げ
も
今
後
「
五
島
肉
用
牛

大
学
」
の
講
義
を
中
心
に
改
善

が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
今
大
会
で
は
購
買
者

と
の
意
見
交
換
会
も
行
わ
れ
、

Ｊ
Ａ
か
ら
つ
の
平
田
喜
矢
さ
ん

と
、
購
買
者
を
代
表
し
て
佐
賀

県
玄
海
町
の
中
山
敦
夫
さ
ん
が

講
演
。
購
買
者
が
求
め
る
牛
づ

く
り
に
つ
い
て
、
参
加
者
か
ら

の
質
問
に
答
え
ま
し
た
。
参
加

者
の
一
人
は
「
今
日
は
購
買
者

の
生
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、

大
変
参
考
に
な
っ
た
。
繁
殖
農

家
も
肥
育
農
家
も
牛
好
き
な
の

は
同
じ
な
の
で
、
そ
の
期
待
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
良
い
牛
を
今

後
も
生
産
し
た
い
」
と
感
想
を

述
べ
ま
し
た
。

平平成成2244年年度度 肉肉用用牛牛生生産産振振興興大大会会 開開催催
―1戸1頭 増頭運動の実践！―

↑ざっくばらんな質疑応答で有意義な大会に

↑購買者の中山さんと
JAからつ平田さん
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当
Ｊ
Ａ
で
は
昨
年
収
穫
し
、
貯
蔵
し
て

い
た
二
十
四
年
産
抑
制
カ
ボ
チ
ャ
の
出
荷

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
貯
蔵
す
る
こ
と
で

熟
成
さ
れ
、
甘
味
が
増
す
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
、
市
場
か
ら
の
評
価
も
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
二
十
四
年
産
は
栽
培
面
積
十

五
㌶
（
前
年
比
三
㌶
増
）
と
拡
大
し
ま
し

た
が
、
台
風
に
よ
る
被
害
で
、
平
年
作
の

六
割
と
な
る
約
七
十
㌧
の
販
売
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

抑
制
カ
ボ
チ
ャ
は
昨
年
十
一
、
十
二
月

に
収
穫
し
、
カ
ボ
チ
ャ
専
用
貯
蔵
庫
で
温

度
を
十
二
度
に
保
ち
、
二
カ
月
間
を
目
安

に
貯
蔵
し
て
い
ま
す
。
国
内
産
の
端
境
期

と
な
る
一
月
下
旬
〜
三
月
上
旬
に
出
荷
。

今
年
は
二
月
上
旬
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。国

産
を
求
め
る
ニ
ー
ズ
を
捉
え
、
Ｊ
Ａ

全
農
な
が
さ
き
と
連
携
し
た
値
決
め
販
売

で
、
高
単
価
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
農
産

園
芸
部
の
松
下
充
部
長
は
「
手
取
り
が
安

定
し
、
生
産
者
の
経
営
へ
の
メ
リ
ッ
ト
は

大
き
い
。
Ｊ
Ａ
の
振
興
作
物
の
一
つ
だ
」

と
述
べ
て
い
ま
す
。

（
日
本
農
業
新
聞
二
月
二
十
二
日
掲
載
）

当
Ｊ
Ａ
が
振
興
作
物
と
し
て
推
奨
す

る
ツ
ワ
ブ
キ
の
生
産
者
が
増
え
続
け
て

い
ま
す
。
二
十
四
年
産
は
新
た
に
四
戸

の
生
産
者
が
栽
培
を
始
め
、
こ
の
二
年

で
十
二
戸
増
え
た
。
栽
培
に
手
間
が
か

か
ら
ず
、
皮
む
き
な
ど
の
調
整
作
業
も

簡
単
で
、
高
齢
の
生
産
者
が
取
り
組
み

や
す
い
こ
と
が
拡
大
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。
生
産
戸
数
は
三
十
戸
四
十
四
㌃

に
広
が
り
、
今
年
は
昨
年
を
一
割
上
回

る
三
・
五
㌧
の
出
荷
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

生
産
者
の
西
村
タ
ケ
ノ
さ
ん
は
「
甘
藷
を
栽
培
し

て
い
た
が
、
収
穫
作
業
が
き
つ
く
て
ツ
ワ
ブ
キ
に
転

換
し
た
。
収
穫
も
楽
で
、
調
整
作
業
も
座
っ
て
で
き

る
の
で
体
が
楽
だ
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
出
荷
は
、
例
年
に
比
べ
ほ
ぼ
一
カ
月
遅
れ

の
一
月
十
七
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
出
荷
の
ピ
ー

ク
は
三
月
下
旬
か
ら
四
月
上
旬
で
、
福
岡
市
場
に
上

五
島
産
「
む
き
つ
わ
」
の
ブ
ラ
ン
ド
名
で
出
荷
。
四

月
い
っ
ぱ
い
出
荷
が
続
く
予
定
で
す
。

（
日
本
農
業
新
聞
二
月
二
十
一
日
掲
載
）

当
Ｊ
Ａ
で
は
県
内
屈
指
の
生
産
量
を
誇

る
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
出
荷
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
輸
送
用
の
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
箱
の
改
良
を
行
い
、
一
層
の
鮮
度

保
持
に
努
め
て
い
ま
す
。

味
・
品
質
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
注
文

に
応
じ
た
出
荷
量
の
調
整
に
よ
り
取
引
先

の
評
価
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
高
い
鮮
度

保
持
技
術
に
よ
り
、
収
穫
後
一
週
間
ほ
ど

保
管
が
可
能
で
、
選
果
場
で
は
一
定
量
を

ス
ト
ッ
ク
し
な
が
ら
「
適
時
適
量
」
の
出

荷
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
値
決

め
販
売
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
収
入
の
安
定
化
を
図
っ

て
い
ま
す
。

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
部
会
の
柳
田
善
夫
部
会
長
は
「
堆
肥

を
入
れ
た
り
、
飼
料
作
物
を
す
き
込
ん
だ
り
と
、
土
づ

く
り
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
五
島
産
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は

軸
に
も
甘
味
が
あ
り
、
氷
詰
め
出
荷
し
て
い
る
の
で
鮮

度
も
全
然
違
う
」
と
品
質
に
自
信
を
見
せ
て
い
ま
す
。

（
日
本
農
業
新
聞
二
月
二
十
日
掲
載
）

値決め販売で高単価
―貯蔵カボチャ出荷―

ツツワワブブキキ振振興興、、生生産産者者増増ええるる
―上五島むきつわ出荷―

適適適適適適適適適適適時時時時時時時時時時時適適適適適適適適適適適量量量量量量量量量量量、、、、、、、、、、、高高高高高高高高高高高品品品品品品品品品品品質質質質質質質質質質質
―ブロッコリー氷温出荷―

収穫を行う西村さん

糖度の増した
貯蔵カボチャ

氷詰めの様子
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当
Ｊ
Ａ
大
浜
育
苗
施
設
で
一
月
二
十
五
日
、

二
〇
一
三
年
産
葉
た
ば
こ
の
播
種
祭
を
行
い
ま

し
た
。
播
種
祭
に
は
栽
培
農
家
、
関
係
機
関
な

ど
約
八
〇
名
が
出
席
し
、
二
〇
一
三
年
産
葉
た

ば
こ
の
豊
作
を
祈
願
し
ま
し
た
。

二
〇
一
二
年
産
の
管
内
の
葉
た
ば
こ
生
産
量

は
豊
作
と
い
う
こ
と
も
あ
り
約
三
〇
三
㌧
と
、

例
年
に
な
く
良
い
収
量
と
な
り
ま
し
た
。
本
年

産
は
約
一
四
五
㌶
で
栽
培
を
行
い
、
三
二
六
㌧

の
生
産
量
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

葉
た
ば
こ
は
種
を
水
に
混
ぜ
て
じ
ょ
う
ろ
で

播
種
を
行
い
ま
す
。
農
家
は
二
〇
一
三
年
産
の

苗
が
丈
夫
に
育
つ
こ
と
を
祈
り
な
が
ら
播
種
を

行
い
ま
し
た
。
今
回
種
を
播
い
た
葉
た
ば
こ
は

四
日
程
で
発
芽
し
、
二
月
中
旬
に
は
六
、
〇
七

〇
枚
の
苗
箱
を
七
〇
戸
の
栽
培
農
家
に
配
布
す

る
予
定
。
配
布
後
は
各
農
家
が
苗
を
管
理
し
、

三
月
中
旬
に
は
畑
に
移
植
し
ま
す
。

西
九
州
た
ば
こ
耕
作
組
合
担
当
者
は
「
昨
年
は
一
九
戸
の

生
産
者
が
廃
作
し
た
が
、
後
継
者
も
誕
生
し
て
お
り
、
葉
タ

バ
コ
の
産
地
と
し
て
、
今
年
も
昨
年
の
よ
う
な
豊
作
を
期
待

し
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
は
二
月
二
十
一
日
、
畜
産
事
業
所
に
お
い

て
平
成
二
十
四
年
度
畜
魂
祭
を
開
き
ま
し
た
。
こ
の

式
典
は
管
内
の
基
幹
作
目
で
あ
る
畜
産
業
発
展
の
た

め
代
償
と
な
っ
た
家
畜
の
御
霊
を
供
養
す
る
の
が
目
的
。

今
回
の
出
席
者
は
関
係
機
関
、
同
Ｊ
Ａ
の
子
会
社

で
あ
る
㈱
Ｊ
Ａ
ご
と
う
食
肉
セ
ン
タ
ー
職
員
な
ど
お

よ
そ
五
十
名
。
今
年
度
同
食
肉
セ
ン
タ
ー
で
は
三
月

末
ま
で
に
、
四
七
五
頭
の
牛
と
一
三
、
五
〇
〇
頭
の

豚
の
と
畜
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
開
式
に
あ
た
り
、

同
Ｊ
Ａ
の
中
尾
弘
一
組
合
長
は
「
畜
産
関
係
者
の
生

活
の
糧
と
し
て
、
ま
た
人
間
の
命
を
育
む
た
め
代
償

と
な
っ
た
家
畜
に
弔
意
を
捧
げ
た
い
。
こ
う
し
た
多

く
の
命
に
報
い
る
た
め
に
、
今
後
も
行
政
や
畜
産
関

係
者
な
ど
が
一
丸
と
な
っ
て
、
畜
産
振
興
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

出
席
者
は
一
人
ひ
と
り
焼
香
を
行
い
、
一
様
に
哀

悼
の
意
を
捧
げ
る
と
と
も
、
今
後
の
畜
産
業
振
興
を

誓
う
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
管
内
で
一
月
二
十
九
・
三

十
日
の
両
日
、
長
崎
県
下
Ｊ
Ａ‐

Ｓ

Ｓ
美
化
コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
管
内
一
〇
ヶ
所
の
Ｊ
Ａ‐

Ｓ
Ｓ

を
審
査
し
、
給
油
作
業
や
身
だ
し
な

み
な
ど
四
〇
項
目
に
及
ぶ
チ
ェ
ッ
ク

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
で
は
日
頃
か
ら
Ｓ
Ｓ
の
美

観
維
持
に
力
を
入
れ
、
利
用
者
に
愛

さ
れ
る
Ｓ
Ｓ
づ
く
り
に
努
め
て
お
り
、

同
コ
ン
テ
ス
ト
は
そ
う
い
っ
た
Ｓ
Ｓ

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
、

年
二
回
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
オ
ー
プ
ン
し
た
本
山
給
油
所

で
も
審
査
が
行
わ
れ
、
計
量
機
や
事

務
所
内
、
ト
イ
レ
な
ど
が
チ
ェ
ッ
ク

さ
れ
、
担
当
者
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
ま
し
た
。

全
体
の
審
査
を

終
え
て
同
Ｊ
Ａ
担

当
者
は
「
一
人
一

人
が
お
客
様
の
立

場
に
立
っ
た
サ
ー

ビ
ス
を
心
掛
け
る

こ
と
で
、
地
域
の

皆
様
に
親
し
ま
れ

る
Ｓ
Ｓ
を
目
指
し

た
い
」
と
述
べ
ま

し
た
。

2年連続の豊作を願って
－平成25年たばこ播種祭－

家家家家家家家家家家家畜畜畜畜畜畜畜畜畜畜畜ののののののののののの魂魂魂魂魂魂魂魂魂魂魂安安安安安安安安安安安らららららららららららかかかかかかかかかかかににににににににににに
―平成24年度畜魂祭―

快快適適ななSSSSづづくくりりをを目目指指ししてて
－平成24年度 JA-SS美化コンテスト－

開会の挨拶を行う中尾組合長

給油作業をチェックする担当者

豊作を願いながらの播種
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……………………………………………………………………………………………………………………

全
国
農
協
青
年
組
織
協
議
会
（
Ｊ
Ａ
全
青

協
）
は
二
月
十
四
・
十
五
日
の
両
日
、
第
五

十
九
回
Ｊ
Ａ
全
国
青
年
大
会
を
開
き
、
日
程

の
一
つ
と
し
て
、
平
成
二
十
四
年
度
手
づ
く

り
看
板
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

大
会
は
東
京
の
日
比
谷
公
会
堂
を
会
場
に
、

全
国
の
青
年
組
織
か
ら
お
よ
そ
一
、
五
〇
〇

名
が
参
加
。
当
Ｊ
Ａ
青
年
部
か
ら
は
新
井
真

二
青
年
部
長
が
参
加
し
、
表
彰
式
に
臨
み
ま

し
た
。

農
協
観
光
賞
を
受
賞
し
た
「
五
島
の
農
業

は
俺
達
が
守
る
！
」
と
い
う
力
強
い
ス
ロ
ー

ガ
ン
は
審
査
員
の
評
価
も
高
く
、
以
下
の
よ

う
な
講
評
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

「
青
年
部
ら
し
い
シ
ン
プ
ル
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
デ
ザ
イ
ン
が
、『
地
域
の
農
業
を
支
え
る
』
と
い

う
想
い
を
明
確
に
訴
え
る
作
品
と
な
っ
て
い
る
点
が
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

若
手
農
業
者
の
結

束
や
多
様
な
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
自
己

の
高
め
あ
い
と
い

う
青
年
部
の
意
義

さ
え
も
感
じ
る
作

品
と
な
っ
て
お
り
、

青
年
部
の
結
束
の

強
さ
を
感
じ
る
作

品
で
す
」

当
Ｊ
Ａ
青
年
部
は
二
月
二
日
、
農
業
後

継
者
対
策
の
一
環
と
し
て
、
同
青
年
部
で

は
初
の
試
み
と
な
る
め
ぐ
り
あ
い
イ
ベ
ン

ト
を
五
島
コ
ン
カ
ナ
王
国
で
開
き
ま
し
た
。

青
年
部
員
十
四
名
、
一
般
女
性
十
二
名
が

参
加
し
、
ア
ピ
ー
ル
タ
イ
ム
や
地
場
産
い
ち
ご
が
当

た
る
ビ
ン
ゴ
大
会
な
ど
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

今
回
は
初
対
面
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
最
初
は
緊

張
気
味
だ
っ
た
参
加
者
も
時
間
が
進
む
に
つ
れ
、
積

極
的
に
男
性
陣
が
話
し
か
け
る
な
ど
、
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
女
性
は「
普

段
あ
ま
り
接
す
る
機
会
の
な
い
農
業
関
係
の
方
と
話

せ
た
の
で
良
か
っ
た
。
今
後
も
イ
ベ
ン
ト
が
あ
れ
ば

参
加
し
た
い
」
と
好
感
触
。

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
た
Ｊ
Ａ
担
当
職
員
は
「
初
の

試
み
と
い
う
こ
と
で
、
う
ま
く
い
く
か
不
安
だ
っ
た

が
、
連
絡
先
を
交
換
す
る
光
景
も
見
ら
れ
た
の
で
良

か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

今
後
、
同
青
年
部
で
は
今
回
の
参
加
者
を
中
心
に
、

農
作
業
体
験
や
地
場
産
野
菜
を
使
っ
て
の
料
理
体
験

を
行
う
計
画
で
す
。

紳士的な（？）参加者

当
Ｊ
Ａ
助
け
合
い
組
織
は
ま
ゆ
う
部
会

は
二
月
二
十
日
、
下
大
津
住
民
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
開
き

ま
し
た
。
同
サ
ー
ビ
ス
は
部
会
が
定
期
的

に
管
内
各
地
区
で
開
い
て
い
る
も
の
で
、

年
金
友
の
会
会
員
を
中
心
に
健
康
的
に
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
参
加
者
は
お
よ
そ
七
十
名
で
、

受
付
で
血
圧
測
定
を
行
っ
た
後
、
両
手
を

使
っ
て
の
頭
の
体
操
や
使
用
済
み
は
が
き

を
用
い
た
鍋
敷
き
づ
く
り
、
カ
ラ
オ
ケ
な

ど
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
ま
し
た
。

特
に
毎
回
好
評
の
頭
の
体
操
で
は
部
会
員
の
軽
快
な

説
明
も
あ
り
、
終
始
笑
い
声
が
会
場
に
響
き
ま
し
た
。

ま
た
、
同
サ
ー
ビ
ス
で
は
毎
回
介
護
保
険
に
つ
い

て
の
説
明
も
行
っ
て
お
り
、
イ
ラ
ス
ト
付
き
の
文
書

を
用
い
て
、
要
介
護
認
定
の
申
請
に
つ
い
て
分
か
り

や
す
く
解
説
を
行
っ
て
い
ま
す
。

経
済
部
の
泉
井
和
博
部
長
は
「
総
合
事
業
を
行
う

Ｊ
Ａ
が
担
う
責
任
の
一
つ
と
し
て
な
く
て
は
な
ら
な

い
イ
ベ
ン
ト
。
毎

回
好
評
を
頂
い
て

お
り
、
我
々
ス

タ
ッ
フ
も
元
気
を

頂
い
て
い
る
の
で
、

今
後
も
継
続
し
て

行
っ
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し

た
。

（
日
本
農
業
新
聞

二
月
二
十
六
日
掲

載
）

終始笑顔で大盛況の
ミニデイサービス

青年部の思い力強く全国に発信
－手づくり看板全国コンクール－

後継者めぐりあいの場に
－青年部めぐりあいイベント 初開催－

健やかな老いを応援！
―大津地区ミニデイサービス―

青年部の活動

女性部の活動

JA全国青年大会での授賞式
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五
島
市
松
山
町
の
市
立
福
江
中
学
校

は
、
国
語
の
時
間
に
「
地
産
地
消
」
を

題
材
に
し
た
調
べ
学
習
を
取
り
入
れ
て

い
ま
す
。
身
近
な
食
べ
物
に
つ
い
て
生

徒
が
思
い
思
い
に
調
べ
て
ま
と
め
、
発

表
し
合
い
ま
し
た
。
資
料
や
話
題
の
提

供
で
は
、
Ｊ
Ａ
ご
と
う
や
給
食
セ
ン

タ
ー
が
協
力
。先
生
か
ら
生
徒
へ
の�
一

方
通
行
�
に
な
り
が
ち
な
「
食
育
」
だ

が
、
生
徒
が
主
役
に
な
っ
て
地
域
と
と

も
に
、
食
を
考
え
る
試
み
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

調
べ
学
習
に
取
り
組
む
の
は
、
同
校

の
一
年
生
で
、
国
語
の
教
材
「
コ
ン
ビ

ニ
弁
当
十
六
万
キ
ロ
の
旅
」
を
読
ん
だ

の
を
き
っ
か
け
に
、
生
徒
一
人
ひ
と
り

が
五
島
の
地
産
地
消
に
つ
い
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を

利
用
し
て
調
査
を
始
め
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
「
地
産
地
消
の
良
さ
と
欠

点
と
課
題
」「
五
島
の
ブ
ラ
ン
ド
米
」

「
五
島
の
水
産
業
」な
ど
、生
徒
に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
。「
地
産
地
消
は
作
り
手

の
顔
が
見
え
て
安
心
だ
が
、
こ
だ
わ
り

す
ぎ
る
と
他
の
地
域
の
も
の
が
食
べ
ら

れ
な
く
な
る
」「（
お
い
し
い
キ
ビ
ナ
ゴ

な
ど
を
育
む
）
海
を
汚
さ
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
が
大
切
だ
」「『
五
島
ル

ビ
ー
』
は
評
価
が
高
い
」
な
ど
、
生
徒

か
ら
は
、
身
近
な
食
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ

ま
な
気
づ
き
や
課
題
が
次
々
と
飛
び
出

し
ま
し
た
。

数
学
の
課
題
の
よ
う
に
、
あ
ら
か
じ

め
答
え
や
結
論
が
用
意
さ
れ
て
い
な
い

調
べ
学
習
。
国
語
担
当
の
出
口
陽
子
教

諭
は
「
生
徒
が
自
分
で
調
べ
、
考
え
を

加
え
る
こ
と
が
大
事
。
初
め
て
の
試
み

だ
っ
た
が
、
身
近
な
食
を
め
ぐ
る
地
産

地
消
が
よ
い
学
び
の
素
材
に
な
っ
た
」

と
話
し
ま
し
た
。

（
日
本
農
業
新
聞
二
月
二
十
一
日
掲

載
）

経
済
部
よ
り

甦命茶煮出し用ティーバッグ

ココンンビビニニ弁弁当当かからら地地産産地地消消をを学学ぶぶ
－－福福江江中中学学校校地地産産地地消消学学習習会会－－

■原料は全て国内産です。 ■農薬や防腐剤・着色料等は一切使用しておりません。

マイルド甦命茶
ティーバッグ 3．2ｇ×30包入
1，050円（税込）

野草は苦手と言われる方の為に飲みや
すくしています。発芽ハトムギの割合
が多くマイルド。味と香りは№1普通
のハトムギより養分溶出量は3倍‼

マイルド甦命茶
200ｇ入
2，100円（税込）

従来のバラのタイプを粗めに砕い
てティーバッグにしました。
より一層香ばしくおいしくなりま
した。

3．2ｇ×30包入
2，100円（税込）

香ばしくて美味しい茶葉の
タイプです。
麦茶同様に5～6分沸騰さ
せて下さい。

甦命茶バラ
100ｇ入
2，100円（税込）

3．2ｇ×80包入
4，200円（税込）

甦命茶バラお徳用
260ｇ入
4，200円（税込）

ごとう9



第
五
十
六
回
（
平
成
二
十
四
年
度
）
Ｊ
Ａ
共
済
全
国

小
・
中
学
生
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
五
島
市
立

福
江
小
学
校
一
年
の
荒
木
佑
大
朗
君
が
条
幅
の
部
で
全

国
農
業
協
同
組
合
中
央
会
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
毎
年
数
多
く
の
作
品
が
出
品
さ

れ
、
今
年
度
は
百
四
十
七
万
七
千
点
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。

荒
木
君
が
書
い
た
作
品
は
「
お
こ
め
」。
力
強
い
筆

づ
か
い
で
元
気
の
良
さ
が
表
れ
て
い
ま
す
。
受
賞
に
関

し
て
は
「
お
母
さ
ん
が
喜
ん
で
く
れ
た
の
が
嬉
し
か
っ

た
。
ま
た
次
回
も
挑
戦
し
た
い
」
と
コ
メ
ン
ト
。

当
Ｊ
Ａ
で
は
今
年
も
「
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開
催

し
ま
す
。
皆
様
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

肉の癖は消えふっくらと
温かいご飯 …………………800g
青菜（ダイコン、カブ、小松菜、
セロリなどの葉） ………約100g
塩……………………小さじ2／3
鶏もも肉 ……………2枚（500g)
ネギ………………………1～2本

みそ床
みそ ………………………150g
砂糖……………………大さじ3
�
�
�
�
�
�
�

みりん…………………大さじ3
酒………………………大さじ3
しょうが汁……………小さじ1
七味唐辛子……………………少々

⑴鶏肉は厚い部分に数カ所、
切り込みを入れる。
⑵みそ床の材料を順に混ぜ合
わせる。容器に半量を広げ
る。鶏肉を並べ、残りのみ
そを肉が隠れるように、載
せる。冷蔵庫に半日から1
晩置く。
⑶ネギは4～5cm長さに切
る。青菜はたっぷりの熱湯
で色よくゆでる。水に取り

水気を絞り、細かく刻む。
⑷グリルでネギを焼き色が付
くまで焼いて取り出す。次
に鶏肉の表面のみそを取り、
片面、約5分ずつ焼いて、
中まで火を通す。1．5cm
幅にそぎ切りにする。
⑸食べる直前にご飯に青菜と
塩を混ぜる。器に盛り、鶏
肉とネギを載せる。好みで、
七味唐辛子を振る。

第56回（平成24年度）
JA共済全国小・中学生書道コンクール

条幅の部 全国農業協同組合中央会会長賞 受賞
五島市立福江小学校 1年 荒木 佑大朗くん

1人分約732kcal

ご飯をおいしく 食事を楽しく！
料理研究科 黛 かおる

鶏肉のみそ焼き丼

材 料 （4人分）

作り方

↑力強く書かれた作品「おこめ」

みそ漬けは冷蔵庫がなかった時代の保存の知恵。今流行の塩麹（こうじ）
と同じような効果がみそ床にあり、ジューシーにふっくらと仕上がります。
みそ床は同じものを漬けるなら2～3回繰り返し使えます。豚肉・魚など
でも応用できます。

↑賞状を手に笑顔の荒木くん

ごとう 10



事業の流れ
①雇用者は、登録を必要とします。
② JAは、雇用者から雇用要望時期等を受けま
す。

③ JAは、無償で支援者の紹介を行います。
………………………………………………………

就業時間・労働費
①作業時間8時間（8：00～17：00）
※1日の最低労働時間・・・4時間以上
②労働費（賃金）～目安～
※時給700円～850円
（雇用者と支援者の契約協議で決定されます。）
………………………………………………………

平成25年度のスケジュール
2～3月に雇用希望者・支援希望者の募集を

行い、3月中旬頃説明会を開催し、4月からの
支援稼働を図ります。

春
の
雷

一
般
財
団
法
人
日
本
気
象
協
会
●
檜
山
靖
洋

春
に
鳴
る
雷
の
こ
と
を
春
雷
と
い
い
ま
す
。
な
か

で
も
、
二
十
四
節
気
の
啓
蟄
（
け
い
ち
つ
。
今
年
は

三
月
五
日
）
の
頃
に
鳴
る
雷
を
「
虫
だ
し
の
雷
」
と

呼
び
ま
す
。
雷
の
音
で
目
を
覚
ま
し
た
虫
た
ち
が
穴

か
ら
は
い
出
し
て
く
る
、
そ
ん
な
季
節
で
す
。

春
に
な
っ
て
大
地
が
だ
ん
だ
ん
暖
め
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
へ
上
空
に
冬
の
よ
う
な
寒
気
が
入
る
と
、
地
上

と
上
空
の
温
度
差
で
雲
が
発
達
し
、
雷
が
発
生
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
昔
の
句
に
多
く
読
ま
れ
て
い
た
春

の
雷
は
、
空
で
光
っ
て
も
地
上
に
降
り
て
こ
な
い
、

あ
る
い
は
、
一
つ
鳴
っ
た
後
、
も
う
遠
の
い
て
し
ま

う
な
ど
、
多
く
は
優
し
い
表
現
で
し
た
。
夏
の
激
し

い
雷
と
は
違
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

た
だ
、
昔
と
比
べ
て
、
近
年
は
春
で
も
夏
の
よ
う

な
激
し
い
雷
が
鳴
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
よ
う
に
思

い
ま
す
。
雷
で
虫
が
目
を
覚
ま
し
、
穴
か
ら
は
い
出

し
て
く
る
な
ら
風
情
が
あ
り
ま
す
が
、
怖
く
て
穴
か

ら
出
ら
れ
な
い
よ
う
な
雷
で
は
、
季
節
感
も
失
わ
れ

て
し
ま
い
ま
す
ね
。

お
天
気
カ
レ
ン
ダ
ー

平成24年11月1日から JAごとう
が、農業経営規模拡大・高齢化等に
伴う労力不足を補うため、要望する
時期に支援者（有償）の紹介を行う
「JAごとう職業紹介所」を開設し
ました。

農作業労力支援事業
（人材紹介事業）

を展開しています
こんなときに
「支援事業」を活用下さい。
●作付面積を拡大したいけれど、
人手が足りない。

●野菜など収穫時に、人手が足
りない。

●病気・けがをして、人手が足
りない。

○野菜の定植・管理・収穫作業
○たばこの定植・芽かき・収穫作業
○牛舎の清掃・給餌・牧草収穫手伝
い作業

など

お問い合わせは…JAごとう 職業紹介所
許可番号 42‐ユ‐300073

農産園芸部 ℡：0959‐72‐6214（担当：鬼塚・小島）

具体的な作業内容
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編
集
後
記

旅旅
行行
セセ
ンン
タタ
ーー

かか
らら
のの
おお
知知
らら
せせ

住所：〒853‐0041 五島市籠渕町2450‐1
電話：0959‐88‐9933 FAX：0959‐88‐9922
営業時間：9時～19時
※農家レストランは11時～14時（予約については別途）

15時～19時（軽食）
※土日・祝日限定バイキング 11時～15時、17時～19時
料金 大人：1，000円 子ども：500円（小学生以下）

定休日：毎月第1・第3月曜日（祝日の場合は営業、振替なし）

早
い
も
の
で
、
私
も
熊
本
か

ら
五
島
に
移
り
住
ん
で
二
年
が

経
ち
ま
し
た
。
広
報
を
担
当
し

始
め
て
か
ら
も
一
年
が
経
過
し
、

改
め
て
月
日
が
流
れ
た
こ
と
を

実
感
し
て
い
ま
す
。

今
月
号
に
も
掲
載
し
て
い
ま

す
が
、
肉
用
牛
生
産
振
興
大
会

の
意
見
交
換
会
で
購
買
者
の
中

山
さ
ん
が
「
五
島
に
牛
を
買
い

に
来
る
理
由
は
牛
が
良
い
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、ま
ず（
五
島
の
）

人
間
が
温
か
い
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

私
も
最
近
特
に
感
じ
る
点
で

す
が
、
先
月
は
日
本
農
業
新
聞

で
Ｊ
Ａ
ご
と
う
の
特
集
が
行
わ

れ
た
こ
と
も
あ
り
、
い
つ
も
以

上
に
取
材
先
で
の
人
の
温
か
さ

を
感
じ
ま
し
た
。
お
忙
し
い
中
、

長
時
間
取
材
に
お
付
き
合
い
頂

い
た
皆
さ
ん
に
改
め
て
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

四
月
か
ら
も
も
っ
と
五
島
の

農
業
が
元
気
に
な
る
よ
う
、
広

報
誌
や
新
聞
を
通
じ
て
五
島
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
紙
漉

諒
）

ごとう農業協同組合
●ＪＡごとう№.85●発行／ごとう農業協同組合 編集／総務部総務課 〒853-0041 五島市籠渕町2450番地1 �0959-72-6211

●http://www.ja-goto.or.jp ●印刷／（株）昭和堂

【本店】
〒853‐0041 長崎県五島市籠淵町2450
TEL0959（72）8211 FAX0959（74）5266

【上五島支店】
〒857‐4404 長崎県南松浦郡新上五島町青方郷355‐7

TEL0959（52）2417 FAX0959（43）1955

お
問
い
合
わ
せ
は
…

Ｊ
Ａ
ご
と
う
旅
行
セ
ン
タ
ー
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